
と　　き　平成21年10月12日（月曜日） 
と こ ろ　計根別農協共進会場 
審 査 員　株　田　　宏　氏（養老牛地区　酪農家） 
出品頭数　122頭 
主　　催　計根別農協乳牛改良連合会 
後　　援　計根別農業協同組合 

第33回JA計根別B&Wシヨウ 



計
根
別
の
春
日
で
す 

ト
ゥ
〜
ス
！！
 

出陳頭数　過去最多の122頭 
　
十
月
十
二
日
　
計
根
別
農
協
乳
牛
改
良
連
合

会
（
乳
改
連
）
主
催
の
第
三
十
三
回
Ｊ
Ａ
計
根

別
ブ
ラ
ッ
ク
　
ア
ン
ド
　
ホ
ワ
イ
ト
　
シ
ョ
ウ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
十
日
に
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
台
風
の
影
響
で
延
期
と
な
り
天

候
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
過
去
最
多
と

な
る
一
二
二
頭
の
乳
牛
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
審
査
員
に

は
乳
改
連
の

会
員
で
も
あ

り
、
歴
代
の

会
長
を
勤
め

計
根
別
の
乳

牛
改
良
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
、
養
老
牛
地
区
の
株
田
宏
氏
に

お
願
い
し
、
会
員
初
の
審
査
員
と
し
て
厳
正
な

審
査
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
イ

リ
ィ
ー
ク
ィ
ー
ン
に
は
地
元
の
中
標
津
農
業
高

校
で
食
品
化
学
を
教
え
て
い
る
堀
田
明
花
さ
ん

に
お
願
い
し
、
シ
ョ
ウ
に
華
を
添
え
ま
し
た
。 

　
尚
、
今
年

に
つ
い
て
は

休
日
開
催
と

い
う
こ
と
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
　

ホ
ル
ス
タ
イ

ン
　
ク
ラ
ブ

が
収
穫
し

た
じ
ゃ
が

い
も
と
手

作
り
バ
タ

ー
を
使
い

フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
の

無
料
配
布
、
青
年
部
は
カ
ッ
プ
メ
ン
に
牛
乳
を

入
れ
た
『
ミ
ル
キ
ー
メ
ン
』
の
試
食
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
は
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
の
無
料
配
布

等
を
行
い
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
シ
ョ
ウ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
団
体
優
勝
が

本
別
酪
農
同
志
会
で
四
連
覇
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
、
シ
ニ
ア
　
グ
ラ
ン
ド
　
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン

は
星
野
淳
氏
出
品
の
ス
タ
ー
フ
イ
ー
ル
ド
　
バ

ー
ク
　
ベ
ツ
ス
　
ル
ー
シ
ー
号
に
輝
き
ま
し
た
。

星
野
牧
場
に
つ
い
て
は
二
年
連
続
の
シ
ニ
ア
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
　
リ
ザ

ー
ブ
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
林
満
治
氏
出
品
の
フ

オ
レ
ス
ト
　
カ
ス
ミ
ビ
ユ
ー
　
ス
パ
ー
ト
号
、

ジ
ュ
ニ
ア
　
グ
ラ
ン
ド
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
そ

の
娘
牛
の
フ
オ
レ
ス
ト
　
カ
ス
ミ
ビ
ユ
ー
　
フ

オ
ー
チ
ユ
ン
号
で
親
子
揃
っ
て
の
チ
ヤ
ン
ピ
オ

ン
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
　
リ
ザ
ー

ブ
　
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
に
は
久
し
ぶ
り
に
出
品
し

た
菊
地
修
一
氏
の
ス
カ
イ
ハ
イ
　
ブ
リ
ツ
ツ
　

エ
デ
イ
号
が
獲
得
し
、
健
在
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。 

 

審査員の第７代乳改連会長 
株田　宏　氏 

デイリークィーン　堀田先生 

イモを切るＪＨＣ田中会長 

青年部　二瓶部長 
「参事ダマサレタと思って食べて下さい」 
新事務局　吉田 
「シメシメ…参事大丈夫かな??」　　 
佐藤参事 
「うん！！　これはマイウ～」 
 

Ｊ
Ｈ
Ｃ
に
牛
の
見
方
を 

伝
授
す
る
ジ
ェ
ネ
テ
イ
ッ
ク
ス 

人
見
課
長 

１
等
賞
　
と
っ
た
じ
ょ
〜 

妙に楽しそうなフレミズの松田さんと大沢さん 
「うちのダンナなんかさ～…！！！」 

シ
ニ
ア 

グ
ラ
ン
ド 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 

ジ
ュ
ニ
ア 

グ
ラ
ン
ド 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

シ
ニ
ア 

リ
ザ
ー
ブ 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 

ジ
ュ
ニ
ア 

リ
ザ
ー
ブ 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 
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スターフイールド　バーク　ベツス　ルーシー 
出品者　星　野　　　淳　氏 

フオレスト　カスミビユー　フオーチユン 
出品者　林　　　満　治　氏 

 

シ
ニ
ア 

グ
ラ
ン
ド 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 

ジ
ュ
ニ
ア 

グ
ラ
ン
ド 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

シ
ニ
ア 

リ
ザ
ー
ブ 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 

ジ
ュ
ニ
ア 

リ
ザ
ー
ブ 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 

シ
ニ
ア 

グ
ラ
ン
ド 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 

ジ
ュ
ニ
ア 

グ
ラ
ン
ド 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

スカイハイ　ブリツツ　エデイ 
出品者　菊　地　修　一　氏 

ＨＥＦ　リーエス　トイズ　ドルチエ 
出品者　㈲ハイエストフアーム 

スカイハイ　ブリツツ　チケツト 
出品者　菊地　修一　氏 

ベルヤング  フオーチユン  ジユーデイ 
出品者　滝本　周太　氏 

フオレスト　カスミビユー　スパート 
出品者　林　　　満　治　氏 

シ
ニ
ア 

リ
ザ
ー
ブ 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 

ジ
ュ
ニ
ア 

リ
ザ
ー
ブ 

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン 

1部〔7ヶ月未満〕 1位 2部〔7～9ヶ月未満〕 1位 5部〔１６～２０ヶ月未満〕 1位 6部〔２０～２４ヶ月未満〕 1位 

ＳＳＦ　ＢＹ　ロイ　スター 
出品者　須崎　智裕　氏 

7部〔2歳ジュニア〕 1位 8部〔2歳シニア〕 1位 １０部〔4歳クラス〕 1位 

フオレスト　サード　ブライト 
出品者　林　　満治　氏 

エアロスター　ボツクス　アンソニー 
出品者　㈲　本田牧場 

プラムツリー　ニツキー　ダンデイ 
出品者　宍戸　洋行　氏 

主 な 成 績 
4部〔１２ヶ月以上１６ヶ月未満〕 1位 １１部〔5歳以上クラス〕 1位 

3部〔9ヶ月以上１２ヶ月未満〕 1位 
 

9部〔3歳クラス〕 1位 
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チャンピオンを獲得した 
菊地さんとデーリィクィーン 

チャンピオン選抜 

開会式で挨拶する 
上標津同志会　後藤会長 

今回初審査の出雲香央里氏 

　
十
月
三
日
（
土
）
第
十
四
回
大
成

地
区
牛
祭
り
が
大
成
共
進
会
場
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
前
日
に
大
雨
が
降
り
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
生
後
三
ヶ
月
か
ら
二
十
ヶ
月
の

未
経
産
牛
四
十
三
頭
が
集
ま
り
賑
わ

い
ま
し
た
。 

　
審
査
員
は
酪
農
課
の
星
野
洋
平
氏

に
お
願
い

し
厳
正
な

審
査
を
行

い
ま
し
た
。

又
、
デ
ー

リ
ィ
ク
ィ

ー
ン
は
増

田
亜
希
奈

さ
ん
（
中

標
津
町
当

幌
）
に
お

願
い
し
、

共
進
会
に

華
を
添
え

ま
し
た
。 

　
尚
、
今
年
の
牛
祭
り
を
制
し
た
の

は
㈲
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
ム
出
品
の

Ｈ
Ｅ
Ｆ
　
リ
ー
エ
ス
　
ト
イ
ズ
　
ド

ル
チ
エ
号
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
、
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

は
宍
戸
洋
行
氏
出
品
の
プ
ラ
ム
ツ
リ

ー
　
コ
メ
ッ
ト
　
ジ
エ
ス
ロ
号
に
決

定
致
し
ま
し
た
。 

特１部　１６頭の出品で頭を抱える星野氏 

将来の高橋牧場をリードする優輝君 

デーリィクィーンの増田亜希奈さん（左） 

審
査
員
の
星
野
洋
平
氏 

（
高
砂
部
屋
　
授
精
師
） 

　
十
月
一
日
、
第
三
十
五
回
養
老
牛

地
区
＆
第
五
回
上
標
津
地
区
ベ
ビ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
が
秋
晴
れ
の
中
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
出
品
頭
数
は
、
養
老

牛
と
上
標
津
合
同
開
催
に
な
っ
て
か

ら
は
過
去
最
多
の
四
十
二
頭
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
回
の
審
査
は
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
北
海
道
道
東
事
業
所
の
出

雲
香
央
里
氏
を
迎
え
厳
正
な
審
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
女
性
の
審
査
員

は
初
め
て
の
試
み
で
、
彼
女
は
ジ
ャ
ッ
チ
ス
ク
ー
ル
等
で
も
優
秀
な
成
績

を
修
め
て
お
り
、
今
回
の
審
査
も
初
審
査
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
堂
々
と

し
た
も
の
で
し
た
。 

　
四
十
二
頭
の
な
か
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
の
は
、
三
年

ぶ
り
に
参
加
し
た
菊
地
修
一
さ
ん

の
三
部
に
出
品
し
た
ス
カ
イ
ハ
イ

　
ブ
リ
ッ
ツ
　
チ
ケ
ッ
ト
号
。
リ

ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
六
部
で

出
品
し
た
佐
藤
広
光
さ
ん
が
獲
得

し
ま
し
た
。 
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本
別
地
区
乳
牛
共
進
会 

相
沢 

親
さ
ん
が
１０
年
ぶ
り
の 

　
第
二
十
六

回
本
別
地
区

乳
牛
共
進
会

が
十
月
五
日

に
開
催
さ
れ
、

特
一
部
（
六

ヶ
月
未
満
）

〜
第
六
部

（
二
歳
以
上

経
産
牛
）
ま

で
四
十
九
頭

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
本
来
、
本
別
共

進
会
は
、
毎
年
春
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
に
つ
い
て
は
都
合
に
よ
り
秋

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
又
、
審
査
員
に
は
酪
農
課
で
前
本
別
地

区
担
当
の
佐
々
木
完
氏
に
お
願
い
し
、
自

分
が
授
精
し
た

牛
た
ち
を
厳
正

に
審
査
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、

相
沢
親
氏
出
品

の
ア
レ
ツ
ク
ス

ビ
ユ
ー
　
ミ
ツ

ク
ス
　
ダ
ン
デ

ー
　
バ
リ
ア
ン
ト
号
が
シ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
歓
声
が
湧
き
上
が

り
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ヤ
ン
ピ

オ
ン
は
同
部
二
位
の
林
満
治
氏
出
品
、
フ

オ
レ
ス
ト
　
カ
ス
ミ
ビ
ユ
ー
　
ス
パ
ー
ト
号
、

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
は
一
部
の
林
満
治
氏
出
品
、
フ
オ
レ
ス

ト
　
ヒ
ン
ペ
ル
ス
タ
ー
　
ラ
デ
ユ
ツ
ク
号
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
同

部
二
位
の
蛭
田
健
太
郎
氏
出
品
、
ヒ
ル
タ

ビ
ユ
ー
　
ア
オ
イ
　
エ
レ
ガ
ン
チ
ツ
ク
　

Ｅ
Ｔ
号
が
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
ま
し
た
。 

チャンピオン選抜の１２頭 

審
査
員
の
佐
々
木
氏 

『
や
っ
ぱ
俺
の
作
品
は
違
う
な
〜
』 

１０年ぶりに 
チャンピオンカップを 
手にした相沢親さんと 
ダンデイー バリアント号 

シニアリザーブチヤンピオンの 
林理恵子社長？と 

カスミビユー スパート号 

　
九
月
二
十
八
日
午
後
七
時
三

十
分
よ
り
Ｊ
Ａ
計
根
別
会
議
室

に
お
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
こ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
は
四

十
歳
以
下
の
若
い
後
継
者
と
女

性
を
対
象
に
し
て
開
催
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
に
つ
い
て
は
、

人
事
異
動
も
あ
っ
た
た
め
開
催
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
最
近
の
酪
農
情
勢
と
乳
代
精
算

の
仕
組
み
』
と
い
う
こ
と
で
ホ
ク
レ
ン
酪
農
課
長
の
川
原

徹
夫
氏
を
講
師
と
し
て
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の

十
月
一
日
よ
り
乳
価
値
下
げ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
ま

だ
忙
し
い
時
期
で
、
夜
に
も
係
わ
ら
ず
二
十
五
名
の
出
席

が
あ
り
、
意
見
や
質
問
も
沢
山
出
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
質
問
の
内
容
と
致
し
ま
し
て
は
、
チ
ー
ズ
向
乳
価

の
改
定
に
伴
う
関
税
割
当
と
非
関
税
割
当
に
つ
い
て
や
乳

代
精
算
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
買
入
乳
量
の
成
分
買
い

（
Ｆ
ａ
ｔ
量
・
Ｓ
Ｎ
Ｆ
量
）
に
つ
い
て
の
質
問
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。
ま
た
、
政
権
交
代
に
よ
り
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
等
、
講
師
を

困
ら
せ
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
と
め
と
し
ま
し
て
は
、
自

分
の
家
の
生
乳
代
金
清
算
書
を

毎
月
見
て
、
先
月
と
の
比
較
を

し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
ホ
ク
レ

ン
が
発
行
し
て
い
る
指
定
団
体

紙
を
毎
月
読
ん
で
欲
し
い
と
力

説
し
て
い
ま
し
た
。 
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九
月
二
十
八
日
〜
三
十
日
・
十
月
六
日
七
日
、
計
根
別
農
協

管
内
に
お
い
て
体
格
審
査
（
後
期
Ａ
日
程
）
が
行
わ
れ
、
牛
群

審
査
・
個
体
審
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
受
検
頭
数
は
、
調
査

牛
を
合
わ
せ
て
三
八
一
頭
が
審
査
を
受
け
、
そ
の
中
で
蛭
田
久

仁
夫
さ
ん
所
有
の
ヒ
ル
タ
ビ
ユ
ー
　
エ
ム
ビ
ー
ビ
ー
　
フ
ラ
ニ

ー
号
と
星
野
勇
一
さ
ん
所
有
の
ス
タ
ー
フ
イ
ー
ル
ド
　
バ
ー
ク

　
ベ
ッ
ス
　
ル
ー
シ
ー
号
が
新
た
に
エ
ク
セ
レ
ン
ト
級
（
九
十

点
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
審
査
に
お
い
て
は
、
八
十
八
点
・
八
十
九
点
が
十
二

頭
獲
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
回
の
審
査
で
の
Ｅ
Ｘ
が
か
な

り
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
尚
、
次
回
の
審
査
（
後
期
Ｂ
日
程
）
は
平
成
二
十
二
年
一
月

中
旬
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

ヒルタビユー　エムビービー　フラニー　５-０　９０点　蛭田久仁夫氏　所有 
父-コムスター　エルヒーローズ　ＥＴ（７２Ｈ１７５８） 
母-ヒルタビユー　エム　ビー　ビー　スポツト 

スターフイールド　バーク　ベッス　ルーシー　６-４　９０点　星野勇一氏　所有 
父-セントボビテツク　ルーベンス　ＥＴ（７０Ｈ９６９） 
母-スターフイールド　バーク　ベツス　ローラ 

蛭田牧場 
星野牧場 
蛭田牧場 
星野牧場 
蛭田牧場 
星野牧場 エクセレント（EX）誕生 エクセレント（EX）誕生 エクセレント（EX）誕生 
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メモリー　マリオ　ストーリー　ＥＴ　　４-９　８９点 
メモリー　リンデイー　モーテイー　　４-１　８８点 
 

ヒルタビユー　エムビービー　フラニー　５-０　９０点 
ヒルタビユー　ペツト　レデイ　パリス　５-８　８９点 
ヒルタビユー　ポドンク　アーシユリー　５-７　８９点 
ヒルタビユー　アメリ　ポドンク　ビー　フタゴ　５-０　８８点 
ヒルタビユー　ストーン　フロント　ルース　７-３　８６点 
ヒルタビユー　ウオーカー　エミリー　４-１１　８６点 
ヒルタビユー　シーナ　ポドンク　　３-３　８６点 
ヒルタビユー　ホワイト　ローズ　３-１１　８５点　 
 

フオレスト　エルトン　モーテイー　４-９　８６点 
フオレスト　セプテンバー　ゴールド　４-３　８６点 
フオレスト　マツク　エルトン　ダー　４-２　８６点 
フオレスト　アンネ　マーテル　ダンデイ　３-１１　８６点 
フオレスト　テレサ　トリビユート　４-９　８５点 
フオレスト　ハツピー　セフ　　４-１　８５点 
フオレスト　フジ　クリント　ジヨージヨ　３-１１　８５点 
フオレスト　カスミビユー　スパート　３-７　８５点 
 

プラムツリー　ニツキー　ダンデイー　４-２　８７点 
プラムツリー　レツク　ロイスター　４-６　８６点 
プラムツリー　ミツクス　ボストン　マーゴ　４-９　８６点 
プラムツリー　メダリー　ベル　５-８　８５点 
プラムツリー　バター　ボストン　５-３　８５点 
プラムツリー　スコーピー　アステイア　４-０　８５点 
 

ＨＥＦ　カイザー　フオーチエン　　６-０　８７点 
ＨＥＦ　エルトン　クスクス　　　５-１　８６点 
ＨＥＦ　ルビー　グレス　メイ　　５-２　８５点 
ＨＥＦ　スリム　レデイー　　４-０　８５点 
ＨＥＦ　マルチ　ヴイー　　３-１　　８５点 
 

スターフイールド　バーク　ベッス　ルーシー　６-４　９０点 
スターフイールド　ヒンペル　モーリス　ホープ　６-２　８９点 
スターフイールド　ヒンペル　タブ　ストーリー　５-４　８８点 
スターフイールド　ヒンペル　キヤスパー　ロビン　４-５　８８点 
スターフイールド　ヒンペル　アリソン　バツフイー　６-３　８７点 
 

ケネカランド　ＮＬ　モーテイン　ポルカ　４-１　８６点 
ケネカランド　ゴールド　ストマテイー　４-５　８５点 
ケネカランド　ゴールデン　クレア　３-５　８５点 
ケネカランド　ＳＳ　モナーク　３-１　８５点 
 

コランサ　チヤールズ　ロイレーン　　５-０　８８点 
イーストフアーム　ゴールデン　フアジー　ＥＴ　３-５　８７点 
サベージ　ルンド　ジヤニス　　４-３　８６点 

フイールズヒル　スレツト　ウイナー　４-３　８５点 
ベチー　ルドルフ　サベージ　５-５　８５点 
スターダスト　シヤルム　アーリントン　４-１１　８５点 
ジヤーランチエ　ジヤスト　モーテイ　　４-８　８５点 
セジス　スローカム　マステイ　４-６　８５点 
オーリス　マテイーニ　マーチヤン　　４-３　　８５点 
レーモンデール　アンガー　ヒーローズ　　４-１　８５点 
 

メルテイリツジ　デビー　マイル　　５-１　８８点 
メルテイリツジ　ラルク　アレン　ＥＴ　　４-３　８８点 
メルテイリツジ　セプテンバー　サリー　４-６　８７点 
メルテイリツジ　ヒンペル　オセロ　　４-１　　８７点 
メルテイリツジ　インスピア　コデイー　　４-８　８６点 
メルテイリツジ　ヒンペル　カエラ　４-３　　８６点 
 

ロツキー　メドー　マース　モーテイ　　　３-９　８５点 
 

ノーズヒル　スーパー　スリツク　　５-０　８７点 
ノーズヒル　セプテンバー　ブロー　　３-３　８５点 
 

ＳＳＦ　マキシム　クリエイター　　５-６　８８点 
ＳＳＦ　スローシド　メドレー　　５-３　８６点 
ＳＳＦ　クイーン　ジヨーダン　ベル　　４-３　８６点 
ＳＳＦ　モーテイー　メリツサ　　４-２　　８６点 
ＳＳＦ　マキシム　チヤンピオン　ジユリアン　３-４　８６点 
ＳＳＦ　ルーテル　エルヒーローズ　セフイーヌ　４-７　８５点 
サニーデール　バリーモア　フイーバー　７-１　　８５点 
ＳＳＦ　ＳＤ　ダンデイーン　　３-１　　８５点 
 

クリスタル　ゴールド　ジエスロ　　５-５　８７点 
ナイン　ミツクス　スター　　　５-２　８７点 
ジエラルデイン　ジヨーダン　ブラ　５-２　８６点 
ドロシー　ポリ　ルドルフ　　５-２　８５点 
ドロシー　ジエスロ　ヒナ　カーニバル　　４-７　８５点 
ジエラルデイン　ジエロニモ　アポ　　４-３　８５点 
アシユラバスター　モーテイー　ドミネート　３-６　８５点 
アシユラバスター　クリステル　ジエシカ　　３-３　８５点 
アシユラバスター　ジヨハナ　フインデイ　　３-１　８５点 
 

ブルームーン　メリツサ　ホーネツト　５-０　８６点 
ブルームーン　サニー　カール　スロツト　　４-１１　８６点 
ブルームーン　デリシヤス　ホーネスト　　４-１１　８６点 
ブルームーン　サニー　フイーバー　ジエス　５-１１　８５点 
ブルームーン　マンデル　エルマー　ホーン　４-１１　８５点 
 

デ　コール　タム　シド　マイラ　４-１０　８７点 
バーク　エアロ　トニア　　７-１０　８６点　 
テルスター　マツチヨマン　デイロン　　４-５　８６点 
アライアンス　ペイトリアーク　アポロン　５-０　８５点 
 

蛭田牧場 
星野牧場 
蛭田牧場 
星野牧場 エクセレント（EX）誕生 エクセレント（EX）誕生 主 な 成 績 
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Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協 

第
4
回
 

 

役
員
会
開
催 
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年部　　　版 

標
語
を
応
募
し
て
く
れ
た 

影
山
洋
平
君（
左
） 

最後はみんなで集合写真 

発言する二瓶部長（右）と久保副部長（中央）、 
中村副部長（左） 

白熱したネット上の攻防 
中央左：影山健一君、中央右：本田敏明君 

優勝チームへ部長より賞品の授与 

　
十
月
十
三
日

（
火
）
青
年
部
で

ロ
ー
ル
看
板
を
新

設
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
標
語
は

「
朝
の
牛
乳
　
プ

ラ
イ
ス
レ
ス
！
」 

　
青
年
部
養
老
牛

支
部
の
影
山
洋
平

君
よ
り
応
募
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
朝
の
牛
乳
は
値
段
を
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
価

値
あ
る
も
の
（
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
）
だ
と
い
う
熱

い
思
い
で
部
員
一
丸
と
な
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。 

　
計
根
別
市
街
か
ら
中
標
津
方
面
へ
約
一
㎞
ほ

ど
進
ん
だ
と

こ
ろ
に
設
置

さ
れ
て
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
下
さ
い
。

そ
の
際
、
脇

見
事
故
に
は

く
れ
ぐ
れ
も

注
意
さ
れ
ま

す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
し

ま
す
。 

（
事
務
局
　

　
　
吉
田
） 

　
十
月
十
五
日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
根
室
地
区

青
協
　
第
四
回
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
計
根
別
農
協
が
会
場
と
な
り
、
各

農
協
の
青
年
部
の
代
表
が
集
結
し
て
熱
い

意
見
を
交
わ
し
合
い
ま
し
た
。 

　
計
根
別
青
年
部
か
ら
は
二
瓶
部
長
、
久

保
副
部
長
、
中
村
副
部
長
が
出
席
し
、
根

室
地
区
の
青
年
部
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
多
く
の
発
言
を
し
ま
し
た
。 

　
会
議
は
五
時
間
と
い
う
長
時
間
に
お
よ

び
ま
し
た
が
、
各
役
員
、
熱
が
冷
め
る
こ

と
な
く
終
始
意
見
を
交
し
合
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
務
局
　
吉
田
） 

　
十
月
二
十
日
（
火
）
青
年
部
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
が
行
わ
れ
、
総
勢
三
十

名
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
ま
で
は
各
支
部
ご
と
に
チ
ー
ム

を
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
支

部
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
混
合
チ

ー
ム
で
行
い
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

み
ん
な
、
汗
を
流
し
笑
顔
で
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
　
吉
田
） 

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協 

第
4
回
 

 

役
員
会
開
催

役
員
会
開
催 

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協 

第
4
回
 

 

役
員
会
開
催 
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JA前で街頭啓発「安全運転お願いします」 

1310/

交
通
安
全
街
頭
啓
発 

交
通
安
全
職
場
宣
言
を
実
施 

　
計
根
別
農
協
で
は
、
毎
年
こ
の
時

期
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲
惨
な

事
故
を
未
然
に
防
ご
う
と
、
農
協
前

で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
牛
乳
と
交
通
安
全

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
反
射
板
、
ガ
ム
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
る
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。 

　
業
務
終
了
後
に
は
、
中
標
津
警
察

署
の
小
野
寺
交
通
課
長
を
招
き
交
通

安
全
職
場
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。 

　
職
員
を
代
表
し
て
石
川
将
貴
君

（
営
農
振
興
課
）
と
清
水
ち
ひ
ろ
さ

ん
（
金
融
課
）
が
宣
言
文
を
読
み
上

げ
無
事
故
・
無
違
反
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
最
近
の
事
故
事
例
、
事

故
リ
ス
ク
、
道
路
交
通
法
の
改
正
等

に
つ
い
て
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

事
故
に
対
す
る
悲
惨
さ
を
再
確
認
す

る
と
共
に
、『
事
故
に
あ
わ
な
い
、

お
こ
さ
な
い
』
を
一
年
間
を
通
し
て

心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

宣言文を読み上げる石川君と清水ちひろさん 

　
十
月
一
日
、
農
協
ふ
ぁ
ー
ま

っ
く
二
階
で
、
毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い
る
『
お
花
講
習
会
・
リ

ー
ス
作
り
』
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
今
年
も
清
里
町
の
花
い
ち

も
ん
め
の
四
名
を
講
師
に
十
六

名
の
部
員
が
参
加
し
、
素
敵
な

リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
リ
ー
ス
は
『
壁
掛

け
』
と
『
ほ
う
き
』
作
り
に
挑

戦
し
、
壁
掛
け
は
生
け
花
の
様

に
自
分
の
セ
ン
ス
で
作
る
の
で
、

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
一
時
間

程
度
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

　
ほ
う
き
に
つ
い
て
は
見
た
目

以
上
に
難
し
く
、
ほ
う
き
の
形
を
作
っ
た
後
に
、
大
小
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を

５
つ
作
る
な
ど
、
細
か
い
作
業
が
あ
り
と
て
も
難
し
く
、
出
来
上
が
っ
て

み
る
と
、
思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
よ
り
素
敵
で
驚
き
ま
し
た
。 

　
壁
掛
け
を
作
っ
た
人
も
、
ほ
う

き
の
魅
力
に
引
き
付
け
ら
れ
二
個

目
を
作
る
方
も
い
ま
し
た
。 

　
終
わ
っ
た
後
、
花
い
ち
も
ん
め

の
方
も
混
ざ
り
昼
食
を
取
り
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
盛
り

上
が
り
終
了
し
ま
し
た
。 

　
尚
、
今
回
の
リ
ー
ス
は
、
十
一

月
の
全
道
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
と

十
二
月
の
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ

に
展
示
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
（
岩
本
め
ぐ
美
） 



計根別和牛生産振興会 

白 通

調
理
最
中 

共進会　風景 

調
理
研
修
会 

　（
平
成
二
十
一
年
十
月
二
日（
金
）） 

 

　
十
月
二
日
、
計
根
別
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
和
牛
の
ス
ジ
肉
を
使

っ
た
調
理
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
七
名
で
、
料
理
メ
ニ
ュ

ー
は
愛
知
県
が
発
祥
と
さ
れ
る

「
ど
て
煮
」
と
「
ハ
ン
バ
ー
グ
」

を
料
理
し
ま
し
た
。
調
理
中
は
世 

間
話
な
ど
で
和
気
あ
い
あ
い
と
行

っ
て
い
ま
し
た
が
途
中
、
玉
ね
ぎ

で
泣
く
会
員
が
続
出
す
る
な
ど
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
お
こ
り
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

　
調
理
終
了
後
、
さ
っ

そ
く
出
来
た
料
理
を
食

べ
、
ス
ジ
が
柔
ら
か
く

て
お
い
し
い
と
好
評
で
、

ま
た
ハ
ン
バ
ー
グ
も
各

自
今
晩
の
オ
カ
ズ
に
と

喜
ん
で
持
っ
て
帰
り
有

意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。 

（
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ

た
　
酪
農
課
　
小
林
） 

第
二
十
八
回 

　
北
海
道
肉
用
牛
共
進
会 

 

　
九
月
五
〜
六
日
に
十
勝
の
音
更

市
場
に
て
開
催
さ
れ
た
共
進
会
に

会
員
二
名
が
視
察
に
行
き
ま
し
た
。 

　
全
道
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
約
一

二
〇
頭
の
和
牛
が
出
品
し
て
い
ま

し
た
。
各
部
優
れ
た
和
牛
が
並
び

各
血
統
（
気
高
系
、
但
馬
系
、
糸

系
等
）
の
特
徴
が
勉
強
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
最
高
位
は
未
経
産
　

第
三
部
「
ひ
ら
め
」
父
：
勝
忠
平

×
祖
父
：
安
平
、
経
産
　
第
五
部

「
え
い
か
」
父
：
勝
忠
平
×
祖

父
：
平
茂
勝
、
群
　
第
八
部
「
あ

い
こ
２
」
父
：
北
平
安
×
祖
父
：

平
茂
勝
、「
あ
い
こ
」
父
：
平
茂

勝
×
祖
父
：
北
国
７
の
８
と
な
り
、

体
型
が
理
想
的
な
素
晴
ら
し
い
牛

達
で
し
た
。
出
品
牛
は
現
在
Ａ
Ｉ

や
Ｅ
Ｔ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
種
雄

牛
（
百
合
茂
、
勝
忠
平
、
平
茂
勝
、

北
平
安
、
安
糸
福
等
）
と
身
近
に

い
る
娘
牛
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と

学
ん
だ
良
い
視
察
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
酪
農
課
　
小
林
） 

経産　最高位 

和
牛
ス
ジ
肉
の
ど
て
煮 
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Ｂ
＆
Ｗ
シ
ヨ
ウ
で
本
別
地
区
に
四
連
覇
さ
れ 

責
任
を
取
っ
て
い
る
影
山
洋
平
君 

本
田
　「
お
前
も
俺
と
同
じ
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
に
し
て
や
る
！！
」 

　
　
　「
モ
テ
モ
テ
だ
ぞ
〜
」 

影
山
　「
正
志
さ
ん
　
こ
の
毛
　
あ
げ
よ
う
か
？
」 
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総　　会 

理 事 会  

纐纈　成喜 

佐藤　良文 
 

監 事 会  

室長　佐藤　良文 
蛎崎　康夫 

部長　中瀬　　満 信用事業担当理事 
部長　佐々木照弘 

課
長
　
蛎
崎
　
康
夫 

   

課
長
　
熊
谷
　
昌
仙 

 

主
幹
　
藤
田
　
恒
久 

課
長
　
大
友
　
賢
治 

  

課
長
　
金
野
　
智
樹 

  

課
長
　
須
崎
　
　
徹 

  

課
長
　
大
矢
根
裕
辞 

  

課
長
　
桜
井
　
昭
治 
 

　
　  

セ
ン
タ
ー
長 

　
　  

主
幹
　
岩
本  
忠
敏 

 

課
長
　
高
橋
　
英
穂 

 

課
長
　
深
見
　
　
亮 

    

課
長
　
川
目
　
　
剛 

  

主
　
幹
　
中
島
　 

昇 

考
査
役
　
湯
山
　 

貢 
 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
小
萩
　
綾
佳
・
羽
田
　
依
世 

 

係
　
　
　
　
長
　
川
目
　
　
聡
　
係
　
斉
藤
　
有
利
（
試
用
） 

 

係
長
主
幹
兼
務
　
係
　 

成
戸
　
道
典
・
沼
倉
　
由
希
・
北
川
　
未
来
・
清
水
ち
ひ
ろ
（
試
用
） 

  

係
　
　
　
　
長
　
喜
来
　
　
実
　
係
　
七
條
由
美
子
・
渡
部
　
沙
織
（
試
用
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
高
橋
　
美
和
　 

 

　
　
　
　
　
　
　
係
　
吉
田
　
和
弘 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
石
川
　
将
貴
（
試
用
） 

 

係
長
課
長
兼
務 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
岩
本
め
ぐ
美 

 

係
　
　
　
　
長
　
太
田
　
　
孝
　
主
査
　
堀
田
　
秀
哉
　
係
　
深
瀬
　
　
望
・
吉
川
　
　
茜 

  

係
長
主
幹
兼
務
　
係
　
須
藤
　
　
功
・
筒
井
悌
紀
・ 

大
槻
　
勝
一
（
臨
時
） 

 

係
長
課
長
兼
務
　
係
　
白
幡
　
明
大
・
高
橋
久
美
子 

 

係
長
課
長
兼
務
　
主
査
　
萱
岡
　
　
智
　
係
　
佐
々
木
　
完
・
星
野
　
洋
平
・
小
林
　
央
知 

　
　
　
　
　  

森
脇
　
拓
也
・
片
岡
　
美
幸
・
佐
藤
　
愛
里
・
中
條
　
匡
晃
（
試
用
） 

　
　
　
　
　  

加
賀
谷
宏
実
（
試
用
） 

 

係
　
　
　
　
長
　
佐
藤
　
厚
柱
　
主
査
　
田
渕
　
弘
行 

　
　
　
　
　
係
　
小
高
　
亜
季
・
渡
辺
お
り
絵 

 

係
長
課
長
兼
務
　
主
査
　
中
野
　
　
庶
　
係
　
神
内
　
正
成 

 

係
長
主
幹
兼
務
　
係
　
片
岡
　
尚
子 

組織機構図及び 
職員配置図 

組 合 長  

企画会議 

理事兼務参事 

購 買 委 員 会  
販 売 委 員 会  
総務企画委員会 

バルククーラー 
管理運営委員会 

業務審査室 内部審査室 

営　農　部 
部長　谷川　好則 

販　売　部 
部長　松岡　幸樹 

購　買　部 総　務　部 

JA計根
別 

機構改革
 

総
務
電
算
課 

   

金
　
融
　
課 

  

共
　
済
　
課 

  

営
農
支
援
課 

  

営
農
振
興
課 

  

営
農
企
画
課 
  

畜
産
販
売
課 

  

生
産
セ
ン
タ
ー 

 

生
乳
販
売
課 

 

酪
　
農
　
課 

    

資
材
生
活
課 

   

燃
料
部
品
課 

総

　

務

　

係

 
 

経

理

電

算

係

 
 

金

　

融

　

係

 
  

共

　

済

　

係

 
 

営

農

相

談

係

 
 

生

産

技

術

係

 
 

基

盤

整

備

係

 
 

生

産

企

画

係

 
 

組

織

広

報

係

 
 

畜

産

販

売

係

 
  

生
産
セ
ン
タ
ー
係 

 

生

乳

販

売

係

 
 

酪

　

農

　

係
 

   

資

　

材

　

係

 
  

生

　

活

　

係

 
 

燃

料

部

品

係

 

男子職員　40名 
女子職員　19名 
  合　計  　59名 
 
太字は10月1日付異動者 
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平
成
六
年
十
月
四
日
に
発
生
し
た

北
海
道
東
方
沖
地
震
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
十
月
四
日
を

当
町
の
「
防
災
の
日
」
と
位
置
付
け

て
広
く
住
民
に
防
災
意
識
を
高
め
て
、

災
害
時
に
お
け
る
的
確
な
対
応
と
地

域
の
協
力
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、

計
根
別
町
内
会
と
計
根
別
地
区
協
議

会
の
一
六
八
名
が
参
加
し
て
実
施
し

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
午
前
九
時
に
サ
イ
レ
ン

の
警
鐘
に
よ
り
交
流
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
り
、
避

難
者
の
伝

達
訓
練
、

負
傷
者
の

搬
送
訓
練
、

救
急
車
の

要
請
訓
練

等
行
い
ま

し
た
。
次

に
消
火
器

を
使
っ
た

消
火
訓
練

と
は
し
ご

車
の
体
験

搭
乗
を
行
い
ま
し
た
。
体
験
搭
乗
で

は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
体
験
し
、
約

二
十
メ
ー
ト
ル
上
が
り
天
気
も
快
晴

だ
っ
た
た
め
、
非
常
に
景
色
が
き
れ

い
で
良
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
屋
内
に
て
町
内
会

の
女
性
部
の
協
力
に
よ
り
非
常
食
の

試
食
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
を
使
用
し
た
応
急

処
置
の
訓
練
を
行
い
、
参
加
者
は
真

剣
に
実
技
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

避
難
訓
練

避
難
訓
練
・
消
火
訓
練

消
火
訓
練
・
救
助
法

救
助
法
の
訓
練
を
実
施

訓
練
を
実
施 

避
難
訓
練
・
消
火
訓
練
・
救
助
法
の
訓
練
を
実
施 

実際に消火器を使用した消火訓練 

余裕の岩渕対策本部長と子供たち 

非常食を準備してくれた町内会女性部 

応急処置訓練を真剣に聞く地域住民 

個人事業税の第2期分の納期限は11月30日（月）です。 
個人事業税は、個人事業者の方に、その事業の所得を基礎として、課税される道税です。 

第２期分の納税通知書は、８月10日に第１期分と併せて送付しています。 

忘れずに納期限までに納めましょう。 

また、納税には便利で確実な口座振替をおすすめします。 

詳しいお問い合わせは、根室支庁税務課まで。（TEL0153-24-5466） 

11月は、労働保険適用促進月間です！ 

　事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか。 

　労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働ける職場にしましょう。 

　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを

目的に、政府が直接管理運営している保健です。農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用

する事業については、法人・個人を問わず加入が義務づけられています。 

問い合わせ先：北海道労働局総務部労働保険適用室（011-709-2311） 

　　　　　　　または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所　 

生 乳 販 売 情 報 

市 場 情 報 
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避
難
訓
練
・
消
火
訓
練
・
救
助
法
の
訓
練
を
実
施 

生 乳 販 売 情 報 生 乳 販 売 情 報 
平成21年度 9月末　管内農協生乳受託実績表（㎏） 

市 場 情 報 市 場 情 報 
ホクレン根室家畜市場  一般市場  10月7日開催分 ホクレン十勝地区家畜市場（音更町） 

肉牛（和牛）市場　9月18日開催分　　　　　　　  　税込 

ホクレン根室家畜市場　乳牛市場（セール）10月1日開催分　税込 

Ｊ Ａ 標 津 町  

Ｊ Ａ 中 標 津 町  

Ｊ Ａ 計 根 別  

Ｊ Ａ 中 春 別  

西 春 別 支 所  

上 春 別 支 所  

別 海 本 所  

根 室 支 所  

　 小 　 　 計 　  

　 合 　 　 計 　  

初生・ホル　オス   

初生・ホル　フリーマチン  

初生・ホル　メス   

初 生 ・ F 1 　 オ ス   

初 生 ・ F 1 　 メ ス   

初生・和牛　メス   

初生・和牛　オス   

乳牛・ホル　育成   

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル　経産   

乳牛・ホ系　経産   

乳牛・ホ無　経産   

肉素・和牛　メス   

肉素・和牛　ヌキ   

肉 素 ・ F 1 　 メ ス   

肉 素 ・ F 1 　 オ ス   

肉素・ホル中トク　メス  

肉素・ホル中トク　オス  

肉素・ホル中トク　ヌキ 

肉素・ホル12ヶ月以上メス 

廃 用 ・ 和 牛   

廃用・F1（交雑種）  

廃 用 ・ ホ ル   

廃 用 ・ そ の 他   

道
東
あ
さ
ひ
 

農　　協　　名 

畜　　　　種 出場 

月　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 

累　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 
搾乳戸数 

8,175,090 

10,142,222 

7,175,765
9,486,790 

8,053,823 

5,149,756 

14,270,598 

4,140,270 

31,614,447 

66,594,314 

 

100.6 

98.4 

100.1
101.0 

103.7 

100.7 

102.4 

97.7 

102.2 

100.8

51,315,690 

64,170,761 

44,720,712
59,150,620 

50,116,388 

32,174,534 

88,855,538 

25,716,730 

196,863,190 

416,220,973

103.1 

100.9 

101.7
100.9 

104.3 

101.4 

103.7 

99.2 

102.9 

102.2

159 

194 

163
185 

173 

87 

287 

97 

644 

1,345

成立 最　高 最　低 平　均 

肉素・黒毛　メス  

肉素・黒毛　メス　ＥＴ  

肉素・黒毛　メス計  

肉素・黒毛　去勢  

肉素・黒毛　去勢　ＥＴ  

肉素・黒毛　去勢計  

繁 殖 ・ 黒 毛   

廃 用 ・ 黒 毛   

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差 

449 

114 

563 

563 

189 

752 

56 

42

406 

94 

500 

506 

170 

676 

35 

38

607,650 

720,300 

720,300 

598,500 

592,200 

598,500 

661,500 

255,150

58,800 

197,400 

58,800 

42,000 

126,000 

42,000 

43,050 

23,100

297,233 

377,073 

312,243 

382,526 

408,623 

389,089 

309,000 

113,372

-1,968 

5,434 

-2,878 

5,871 

12,919 

7,404 

-102,563 

-1,220

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル初妊ET  

乳牛・ホ無　初妊   

乳牛・ホ無初妊ET 

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 

先月との差 

236 

8 

25 

88 

97 

12 

13 

38 

13 

13 

0 

2 

0 

0 

1 

0 

1 

8 

4 

9 

1 

8 

178 

0

222 

5 

24 

87 

95 

8 

12 

29 

11 

13 

0 

2 

0 

0 

1 

0 

1 

8 

4 

9 

1 

8 

178 

0

49,350 

1,050 

129,150 

187,950 

118,650 

264,600 

351,750 

299,250 

484,050 

470,400 

 

213,150 

 

 

1,050 

 

1,050 

15,750 

39,900 

137,000 

79,800 

138,600 

195,300

105 

1,050 

53,550 

31,500 

10,500 

134,400 

168,000 

141,750 

369,600 

156,450 

 

184,800 

 

 

1,050 

 

1,050 

1,050 

2,100 

29,400 

79,800 

59,850 

1,050

19,373 

1,050 

102,419 

133,447 

72,538 

206,719 

244,388 

229,878 

437,564 

266,377 

 

198,975 

 

 

1,050 

 

1,050 

4,856 

13,125 

103,367 

79,800 

97,388 

78,986

629 

262 

‐18,431 

-11,397 

-2,882 

36,094 

32,288 

56,208 

14,414 

11,489 

 

-6,300 

 

 

-97,388 

 

-4,200 

-17,894 

-16,425 

-11,847 

-55,650 

 

-9,635

先月との差 

270 

22 

0 

0

244 

21 

0 

0

636,300 

733,950

168,000 

525,000

499,426 

625,450

-4,693 

6,475

計根別農協（ホクチクファーム）  初生トク  ㌔単価  10月1日現在  500円 

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数　　　　　　10月1日現在 

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満   

未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上   

そ の 他 の 未 経 産   

計 

経 　 産 　 牛 （ ホ ル ）  

そ の 他 の 経 産 牛   

計 

　 合 　 計 　   

乳　　用　　種（区分） 頭　　数 

3,728 

3,993 

17 

7,738 

11,542 

20 

11,562 

19,300

黒 毛 和 種 ス   

黒 毛 和 種 オ ス   

計  

F 　 1　（交雑種）　メ　ス   

F 　 1　（交雑種）　オ　ス   

計  

　 合 　 計 　   

　 総 合 計 　   

肉　　用　　種（区分） 頭　　数 

309 

51 

360 

85 

59 

144 

504 

19,804

9月との差 

28 

－26 

0 

2 

24 

0 

24 

26

8月との差 

－4 

－6 

－10 

－22 

－14 

－36 

－46 

－20

（内　927頭　モアン牧場入牧） 
　※モアン下牧　10月26日、27日 

税込 
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根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163

写
真
２
　
一
目
で
分
か
る
管
理
品 

　
効
率
よ
く
毎
日
の
管
理
作
業
を
行

う
た
め
に
、
整
理
整
頓
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。 

　
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
を
把
握
す
る

こ
と
で
捜
し
物
の
時
間
を
減
ら
し
て

気
持
ち
よ
く
作
業
を
行
い
た
い
も
の

で
す
。
最
近
は
後
継
者
や
従
業
員
な

ど
複
数
の
人
が
一
つ
の
農
場
で
働
く

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
日
頃
の
整
理
整

頓
・
物
品
管
理
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
す
。 

  

「
余
計
な
仕
事
を
し
た
く
な
い
」  

か
ら
始
ま
っ
た
発
想 

　
　（
Ａ
農
場
：
工
具
の
管
理
事
例
） 

 

一
、
管
理
の
ポ
イ
ン
ト 

①
し
っ
か
り
と
工
具
の
定
位
置
を
決

め
る
。 

　
　
必
要
な
工
具
一
式
を
ま
と
め
て

管
理
し
て
い
ま
す
。 

 

②
使
い
お
わ
っ
た
ら
定
位
置
に
必
ず

戻
す
と
言
う
ル
ー
ル
を
作
業
者
み

ん
な
で
守
る
。 

　
　
誰
が
使
っ
て
も
使
用
後
は
も
と

あ
っ
た
場
所
に
戻
し
ま
す
（
簡
単

な
よ
う
で
癖
に
な
る
ま
で
と
て
も

難
し
い
事
で
す
）。 

③
後
始
末
ま
で
作
業
の
流
れ
に
す
る
。 

　
　
作
業
で
出
る
ゴ
ミ
は
一
カ
所
に

ま
と
め
、
こ
ま
め
に
持
ち
出
し
て

処
理
し
ま
す
（
写
真
１
）。
た
め

す
ぎ
な
い
の
が
継
続
の
コ
ツ
と
の

こ
と
で
す
。 

 

④
物
を
把
握
す
る
。 

　
　
農
場
に
あ
る
道
具
・
資
材
量
が

把
握
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

二
、
継
続
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト 

①
作
業
時
間
の
短
縮
（
作
業
前
の
道

具
の
確
認
・
探
す
時
間
）。 

②
必
要
な
モ
ノ
が
す
ぐ
に
取
り
出
せ

る
・
集
め
ら
れ
る
。 

③
ち
ょ
っ
と
し
た
修
理
な
ど
は
補
助

作
業
者
が
不
要
。 

④
重
複
し
た
モ
ノ
を
増
や
さ
な
く
て

す
む
。 

  

シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い 

 

物
品
管
理 

 

　
日
常
管
理
で
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
放

置
し
が
ち
な
物
を
シ
ン
プ
ル
に
見
や

す
い
状
態
で
保
管
に
す
る
こ
と
で
、

す
っ
き
り
と
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

写真３　処理室内に埋め込まれた洗浄槽 

　（
流
水
を
利
用
し
た 

　
　
　
　
埋
め
込
み
式
洗
浄
槽
） 

　
処
理
室
床
に
埋
め
込
み
式
で
洗

浄
槽
を
設
置
し
、
長
靴
の
汚
れ
を

落
と
し
て
、
直
進
で
き
る
工
夫
で

す
。
い
か
に
手
を
か
け
ず
に
処
理

室
の
清
潔
を
保
持
す
る
か
？
を
発

端
に
で
た
ア
イ
デ
ア
と
の
こ
と
で

す
。 

（
写
真
：
水
位
は
十
五
㎝
程
度
。

常
時
少
量
の
流
水
が
あ
り
、
中
央

の
塩
ビ
よ
り
排
水
。
底
に
は
砂
が

入
っ
て
い
ま
す
。
矢
印
は
流
水
の

流
れ
、
黒
丸
は
水
位
を
表
示
） 

 

写
真
１
　
ゴ
ミ
袋
を
完
備
し
た
工
具
車 
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問い合せ　ＪＡけねべつ 金融課　178－2111まで 
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きりとり線 

き
り
と
り
線 
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住　所 

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです） 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 

きりとり線 

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線 

きりとり線 

き
り
と
り
線 

抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。 

ラッキー 

綱川　和男さん　笹島　育子さん　金野　空子さん 

漆原ミチ子さん　相澤　栄治さん 

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 

《締め切り》平成21年11月10日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」11月号誌上 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
静
か
に
感
染
を
拡
大
さ
せ
中
標
津
町
に
も
そ
の
姿
を
現

し
ま
し
た
。 

　
中
標
津
町
内
の
病
院
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
テ
ス
ト
Ａ
（
＋
）
判
定
と
な
っ
た

事
例
は
、
十
月
八
日
ま
で
に
四
十
名
以
上
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
標
津
町

内
の
小
学
校
と
高
校
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
で
学
級
閉
鎖
と
な
っ
た
ク
ラ
ス
も

あ
り
、
計
根
別
地
域
で
も
子
供
や
若
年
層
を
中
心
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
動
物
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、
人
か
ら
人

へ
と
感
染
す
る
よ
う
に
変
異
し
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
疾
患
を
い
い
、
症
状
は

三
十
八
度
以
上
の
突
然
の
熱
、
咳
、
の
ど
の
痛
み
、
全
身
の
だ
る
さ
に
加
え
て
鼻
水
や

鼻
づ
ま
り
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
似
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
加
え
下
痢
や
嘔
吐
（
お
う
と
）
な
ど
の
消
化
器
症
状
が
多
い
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
朝
晩
の
冷
え
込
み
、
空
気
の
乾
燥
す
る
季
節
で
す
の
で
、
う
が
い
や
手
洗
い
等
の
励

行
に
つ
と
め
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
な
く
風
邪
な
ど
に
も
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。 
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編集／計根別農業協同組合  営農部  営農企画課 
発行日／平成21年10月28日 

組
合
長
の
公
務
に
よ
り
モ
ー
の
眼
差
し
は
お
休
み
し
ま
す
。 

　新築の際に行われる上棟式（建前）は、建物が無事であるように願

って行われ、通常、骨組みが完成した状態で行われます。 

　餅まきは、上棟式などの神事に際して集まった人々へ餅をまく行事。

由来は上棟式などで災いを払うために行われた神事である、散餅の儀

が発展的に広まったものである。典型的な餅まきは、上棟式を終えた後、

建設中の屋根などから紅白の餅やお菓子をまくのが一般的であり、地

域によっては小銭を入れてまくところもあります。 

　今では上棟式の餅まきはあまり行われなくなりましたが、建物の無

事を祈ると共に地域住民とのつながりを考えたとき、とても大切な事

のように思います。 

〝
〟 

神主さんによる御祓い 

餅をまく（長谷川さんと職人） 

お金の入った餅やお菓子などを拾う子供たち 


